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佐藤寿三郎の議員活動詳報 
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終世書生気質：ブログ・千曲のかなた（日々の議員活動をお伝えしてます） 

 

【須坂市議会 6月定例会に向けて】  

 
１．【私の議会内議員活動】 

１）総務文教委員会開議 

開議日時 平成 31 年 4 月 4 日 
  開議場所 議会第 1 委員会室 
  協議事項 ①平成 31 年度行政視察の実施について 
        〇令和元年 5 月 15 日～17 日に実施（予定） 
        〇視察先：熊本県県宇土市「防災対策について」 

：鹿児島県薩摩川内市「原発防災対策について」 
：東京都品川区「プログラミング教育について」 

       ②事前学習会を 5 月 10 日 13 時 30 分から 15 時に行う予定。 
 

２）全員協議会 

開議日時 平成 31 年 4 月 4 日 
  開議場所 議会第 4 委員会室 
  協議事項 ①新任部長の就任あいさつ 
       ②議会事務職員の担当等の事務分担 
       ③政務調査費の報告届締め切り日 4 月 12 日 
       ④その他 

 

２．【長野広域連合臨時議会が招集されました】 

開議日時 平成 31 年 4 月 24 日 
  開議場所 長野市議会議場 
  上程議案 〇長野広域連合職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を 

改正する条例。 
◇ 委員会審査を経て原案とおり可決しました。 

 
       〇土地の買入れについて（（仮称）長野広域連合Ｂ焼却施設建設事 

業用地）  
◇ 委員会審査を経て原案とおり可決しました。 

         ㊟この土地の買入れによりＢ焼却施設建設用地に供されるすべて 
の土地の買入れが完了し、建設事業は次の段階に移行する運び 
となりました。 

    報告   〇専決処分の報告 
 
    【連合長のあいさつの要約】須坂関係部は茶色に塗色 
      〇ながの環境エネルギーセンターについて。 



       3 月 1 日の本稼働から、これまで順調に施設運営委を行っている。 
      〇Ｂ焼却施設の事業用地について。    
       千曲市と全力で取り組んできた結果、残りの地権者の全員と仮契約を 

結ぶことが出来た。 
      〇（須坂市）最終処分場について。 
        現在、本体施設の造成工事を進めている外、浸出水 処理施設の設計 
        業務を行っている。 

〇高齢者福祉施設の運営について。 
 経営状況は、介護サービス収入が伸び悩んでいる。施設の老朽化に 

よる修繕工事や業務委託料の増加等の経費増加で大変厳しい状況に 
ある。このため効率的な施設運営のため収支改善計画を策定し、平 
成28年からの3か年計画で収入の増加や支出の削減に取り組んでき 
た。 

      〇老人ホーム建設費借入金償還金の財源となっている財政調整基金につ 
いて。 
借入金の償還、施設運営費への充当で枯渇寸前になっているため、  

特別養護老人ホーム建設費借入金の償還分については、本年度以降

は、関係市町村に負担をお願いしている。 
      〇高齢者福祉施設の社会福祉法人化について。 
        特別養護老人ホーム須坂荘を社会福祉法人化し、移管時期は平成 33 

年（2021）年度とする。移管先は選定委員会を設置し、公募により 
決定する。 

 

３．【 私の議会外議員活動 】 

  〇有志議員による法律学習会の立上げ 

有志議員らは、今後の議員活動を支える法思考力を培うために、法律集中学習

の必要性を痛感し、法学概論で法律の基礎を固め、市民からの請願等に関わる基

本的人権を真に理解するため、法の基である憲法を学び、更に条例や事件決議、

予算等の審議に対応するために行政法の基礎知識の習得を志して、法律学習会に

勤しむこととする。 

講師は、行政不服申立てに係る手続の代理人資格を有する、佐藤壽三郎議員（特

定行政書士・法学士）が務める。 

 

研修 第 2 回法学概論学習会 
期日 平成 31 年 4 月 10 日 

  場所 議会第 3 委員会室 
  内容 講師：佐藤壽三郎議員（特定行政書士） 
     科目：憲法と法 
        正義と法の安定 

 

研修 第 3 回法学概論学習会 
期日 平成 31 年 4 月 17 日 

  場所 議会第 3 委員会室 
 講師 佐藤壽三郎議員（特定行政書士） 

内容 法の体系・目的の解釈等 
 



研修 第 3 回法学概論＆憲法法学学習会 
期日 平成 31 年 4 月 25 日 

  場所 議会第 3 委員会室 
講師：佐藤壽三郎議員（特定行政書士） 

  内容 １．法学概論 ①法の使い方、学び方  
２．憲法 ①憲法憲法とは何か。②憲法の特質 ③立憲主義と現代国 

家、法の支配  
 

催名 太田邦晴氏叙勲祝賀会に参列 
期日 平成 31 年 4 月 21 日午後 2 時 

  場所 光臨閣 
  内容 元須坂市消防長太田邦晴氏が消防功労として、瑞宝双光章の栄に浴さ

れたことをお祝いする会が催され参列。市長・副市長、県議会議員、

元市議会議長、市議会議員、歴代消防長、消防団関係者、現職の消防

本部職員等凡そ 130 名が参加して、太田氏の功績を讃えました。 
 

催名 有志行政書士懇談会 
期日 平成 31 年 4 月 9 日 

  場所 萬佳亭（長野市・城山） 
  内容 仲間の近況報告と懇親会 

 

催名 有志議員と OB 議員との交流会 
期日 平成 31 年 4 月 11 日 

  場所 あずま 
  内容 近況報告と新任議員歓迎会 
 

催名 有志議員の意見交換会 
期日 平成 31 年 4 月 25 日 

  場所 池の清泉亭 
  内容 意見交換会＆花見 

 

４．【研究・地方議会と市議会議員】 

（１）市議会議員が抱える①～⑤について目下調査研究の結果を推敲中です。 

① 市議会議員の置かれている現状について。 

② 須坂市議会議員選挙の無投票当選について。 

③ 投票率の低迷について。 

④ 地方議員の待遇について。 

⑤ 「現職議員が、議員選挙に立候補し易い環境づくりの方策を検討する。」

ための『市議会議員選挙の課題等検討委員会』の立上げは、意味のない

お為倒し（おためごかし）であることから、即刻委員会を解散すべきと

主張することについて。 

※【お為倒し】とは、表面はいかにも相手のためであるかのようにいつ

わって、実際は自分の利益をはかること。大辞林 第三版 

 

５．【須坂市に関係のある県議会議員選挙結果と期待】  

  任期満了に伴う県議会議員須坂市・上高井郡区（定数 2）は、4 月 7 日投開票が執



行されました。投票結果は下記のとおりです。当選されました両候補者にご祝辞を

申し上げます。併せて、須高地区住民の代弁者として、県議会の役割として県政へ

の（意思決定機関の重み、監視機能、提案能力、民意の集約機能）４機能を自覚さ

れて、議員活動を充実される 4年間であられることを期待します。 

 
4 月 7 日の県議選 須坂市 小布施町 高山村 合計 

当選  小林君男 6,450 1,627 862 8,939 

当選  堀内孝人 5,729 1,228 994 7,951 

    関野芳秀 4,717 1,041 1,152 6,910 

有権者数 41,927 9,131 5,922 56,980 

有効投票数 16,896 3,896 3,008 23,800 

無効投票数 260 77 24 361 

投票総数 17,156 3,973 3,032 24,161 

投票率（％） 40.92 43.51 51.20 42.40 

                 （平成 31年 4 月 13 日付須坂新聞記事より転記） 

 

６．【小・中学校・教育委員会関係】  

１）市立森上小学校平成 30 年度入学式に参列。 

平成 31年 4 月 4日午前 10 時から、須坂市立森上小学校（校長：田中菜穂子）は

平成 31 年度入学式を挙行しました。本年度の入学生 47 名（男子 21 名、女子 26

名）でした。 

田中校長先生は、新入生にカードを掲げられて・・・ 

「１つ。まいにち、げんきに、がっこうにきます。２つに、じぶんから、げんきよ

く、あいさつをします。３つに、ひとのはなしを かんがえながら、ききます。」

と新入生に復唱させながら、３つの約束を、新入生・在校生とに大事な約束を交

わされました。 

  下校時の二人連れの在校生に、私が「校長先生が言われたことは何だったけ？」

と訊ねたところ、3 つの約束を思い出しながら、教えてくれました。校長先生のお

話を確かに聞いている証左を得ました。先生の発言力の強さを、改めて知らされ

た思いです。彼らは夕餉の時に、家族に今日の入学式で校長先生と交わした約束

を屹度話す事でしょう。 

 

２）市立墨坂中学校平成 30 年度入学式に参列。 

平成 31年 4 月４日午後 1時から、須坂市立墨坂中学校（校長：三溝清洋）は平

成 31年度入学式を挙行しました。本年度の入学生 166 名（男子 99 名、女子 67名）

でした。 

三溝校長先生は、新入生に対して・・・ 

「リスペクト イーチ アザーという言葉があるが、これはお互いを尊敬しあうこと

である。心の努力はみんなの中で育てられるものである。、墨坂中学校の伝統であ

る『強く 賢く 共育ち』を新入生と共に育んで伝えて欲しい。」と新入生、上級生

に墨坂中学校の生徒としての矜持を呼びかけられました。 

 

３）森上小学校職員歓送迎会に出席。 

   平成 31 年 4 月 19 日午後 5 時から、森上小学校（校長：田中菜穂子）は、職員

歓送迎会を「駿河一番」で開催、田中校長先生以下新旧の教職員、保護者、市議

会議員外来賓等、総勢凡そ 80 名の関係者が出席し、和やかな歓談の時間を過ごす



ことが提供されました。 

  

７.【江戸時代天保 6年の須坂周辺の集落の地名】 

   １） 古地図を広げて須坂の地名をあれこれ現在の地名と比較してみました。 

   灰野→灰埜 塩野→塩埜 野辺→埜部 興国寺辺りを→東谷  屋部→藪  

   坂田と北原の中間一帯を→上新田（現在の南原？）  

大字小山高梨辺り一帯を→屋部高梨と表示  

相森→相盛。今の高畑・旭ヶ丘一帯を→北河原   

現在の豊島団一帯を→西沼目。 相之島→桐嶋と地名が表示されています。 

     

  ２）上記以外に、当時の地図に表記されている集落名は以下のとおり 

      旧須坂町は単に須坂と表示、仙仁温泉→湯と表示。 仙仁、浅間塚 宇原、 

仁礼、栃倉、八町、井上、幸高、米持、亀倉、村石、米子、小日向、坂田、 

小山、八幡、境澤、塩川、高梨、五閑、八重森、塩川、沼目、小嶋、別府、 

高橋、大谷、日滝、小出、春山、古家、町田、綿内、福島、中島、村山の集落

の位置が示されています。 

〇仙仁からは現在の国道 406 号の道は無かったで菅平には行けません。仙仁から

は高岡、袖山、保科方面に通じる山道がありました。 

〇須坂から大笹街道で江戸に行くには、仙仁ではなく、浅間塚から宇原川を遡り、

黒門から山道を登り峰の原（現在名）に出て、更に根子岳、四阿山の山麓を回

り込み鳥居峠に出て、更に大笹宿に至る行程でした。仁礼宿から大笹宿（上州）

までは、中間に宿場が無いため、道中で山賊に襲われる追剥行為が横行し、犠

牲者も多くいたと古文書にあります。 

須坂から松代に出て、更に屋代で本街道である北國街道に合流する千曲川河

東沿岸の谷街道を利用すると、江戸まで２日余分の日程と宿賃がかかることか

ら、腕に覚えのある強者は、大笹街道を利用したようです。 

 

８.【お寄せ頂いた市民の声】  

  〇インター周辺等開発に関して、①開発主体者が誰であるか。責任者を明確にさ

れたい。②須坂市が開発事業者にならないのか。③須坂市だけでの切り回しビ

ジョンではなく、周辺市町村との連携はどのように構築されているのかが懸念

される。計画の成就の為には連携が必要ではないか。 

【須坂市住民・男性・4/8 受理】 

 

  〇市道八町線（通称：泉小路）の道路整備で、歩道に植樹をする計画であったが、

この計画に変更がなされたのか。市は計画とおりに進められたい。【市民・男性・

4/26 陳情受理】⇒市担当課に事実確認を照会中。 

 

発行日 平成 31年 4 月 30 日 
 

                      編集：発行人  須坂市議会議員 佐 藤 壽三郎 
http://www.zyusaburo.com/ ホームページ 

http://zyusaburo.blog.fc2.com/ ブログ・千曲のかなた 
 


